
 

 

 

12 月はクリスマスや新年に向けての準備などで気持ちも高まりま

す。子どもと一緒に大掃除したり、お正月の準備ではおせち料理の

一品にチャレンジしてみるのもおすすめです。昔から日本にある風

習を伝える良い機会です。 

冬至の過ごし方 

今年の冬至は 12 月 22 日です。その日は 1 年の中でいちばん昼の時間が短く、夜の時間が

長い日です。太陽の力がもっとも弱まる冬至の翌日から再び力がよみがえり、冬至を境に運が向

いてくると考えられています。 

冬至には「かぼちゃ（なんきん）、きんかん、れんこん、にんじん、ぎんなん、かんてん(寒天)、うど 

ん（うんどん）」と『ん』が 2つ付く食べ物がたくさんの『ん＝運』を呼び込める、という縁起をかつい 

だ食品を食べる習わしがあります。 

江戸時代にはあがぎれ、風邪予防

に銭湯で湯にゆずを浮かべたこと

から「冬至に湯治（とうじ）」など

の語呂合わせ説や、ゆずの強い香

りで邪気を払うとされ、ゆず湯の

血行促進効果で体を温めて風邪を

予防します。 

 

 

 城保育園 12月 

冬至にぴったり   

かぼちゃのいとこ煮 

 

材料：かぼちゃ１/4個・茹であずき(缶)100ｇ 

しょう油小さじ 2 水 1 カップ程度 

作り方： 

①かぼちゃは大きめの１口大に切り鍋に水(分

量外)と共に入れて茹でる。又はレンチンでも

OK。 

②①のゆで汁は捨て、鍋にかぼちゃ・茹であず

き缶(缶の汁)・しょう油と水をかぼちゃが半分

浸る位まで注いで煮含める。 

 


